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まちの話題を紹介します
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福祉の推進に寄附金
　市内で建設業を営む㈱ナカオカから、ふるさとづくり寄附
金として 35 万円の寄付があり、市役所で感謝状の贈呈式が
行われました。同社からの寄付は今回で５回目。頂いた寄附
金は、市の社会福祉の推進に関する事業で活用されます。

㈱ナカオカからふるさとづくり寄附金

５
９

郷土館でコンサート
　川西ライオンズクラブが開催。箏

こと

とクラリネット、フルー
トの奏者の演奏で「春の海」や「さくらさくら」、「チャルダッ
シュ」など全９曲を披露。約 350 人が来場し、美しい音色
に酔いしれていました。

「花水木コンサート」を開催

４
29

小学生の笑顔を乗せて
　川西北コミュニティ連絡協議会の主催で、気球の搭乗イベ
ントやスローイングビンゴ大会が行われました。気球に乗っ
た子どもたちは、地上 30㍍から見るまちの景色にくぎ付け
になっていました。

川西北小学校で「春の川北子ども祭」

４
20

子どもの健やかな成長を願う

　約 4,000 人の観客が来場したこの催し。メインイベントの
「餅まき」で、川西観光プリンセスなどがまいた餅は約 1,500
個。親子連れなどが手を前に伸ばし、境内に大きな歓声が響
きわたっていました。

こどもの日に市内の満願寺で「金時まつり」

５
５

マス釣りで自然を満喫
　猪名川漁業協同組合が、一庫大路次川で開催。自然の大切
さを学び、参加者同士の交流を深めるために開催し、今年で
20 回目になります。阪神間などから参加した約 90 人は、マ
スを釣り上げ、歓声を上げていました。

「マス釣り＆猪名川浄化運動大会」を開催

４
28

ダムを彩るこいのぼり
　平成 18 年から行われ、今年で 14 回目。地域で使われな
くなったこいのぼりを活用し、訪れる人に楽しんでほしいと、
水資源機構一庫ダム管理所が実施しています。幅 285㍍のダ
ム前方の渓谷で、約 100 匹が大空を泳いでいました。

５月 13日まで市北部の一庫ダムで掲揚

４
22

令和初日の結婚をお祝い

　元号が令和に変わった日に、多くのカップルが市役所に来
庁し、婚姻届を提出。この日のために用意されたフォトプロッ
プスを使って、記念撮影をしました。市長ときんたくんも駆
け付け、令和のスタートとカップルの門出を祝いました。

午前０時時点で 22組が婚姻届を提出

５
１

愛情を込めて袋かけ
　「袋かけ」は、日焼けから桃の実を守ることで赤黒くなる
のを防ぎ、害虫から実を守るために行うもの。おいしくきれ
いな桃を出荷するため、生産農家では家族総出で作業をしま
す。収穫は６月中旬から始まる見込みです。

加茂地区周辺の生産農家で５月中旬に実施

５
13

新緑の森に歌声が響く
　市天然記念物の水明台１丁目エドヒガン群落で開催された
同コンサートは、川西音楽家協会などの協力で実現したもの
で、今年で８回目。森の中に特設されたステージで披露され
る歌声やミュージカルを、約 300 人が楽しみました。

「渓
たに

のサクラを守る会」が森のコンサートを開催

５
12

こどもの日に交流
　野球やリーダー隊など６種目 23 団体が登録する市スポー
ツ少年団が、川西ライオンズクラブの協力で交流会を開催。
淡路島を訪れ、たまねぎ収穫体験や淡路島公園散策を通して
交流を深めました。

市スポーツ少年団員約 300 人が参加

５
５

全国広報コンクール

一枚写真部で

広報かわにしmilife12 月号が読売新聞社賞を受賞

　広報かわにしmilife（みらいふ）平成 30 年 12 月号の表紙が、「全国広

報コンクール」の広報写真（一枚写真部）で入選し、読売新聞社賞に選ば

れました。同賞の受賞は４年ぶり。一枚写真での受賞は初となります。

【講評】巻頭の特集記事「認知症と生きる」をテーマにした表紙写真。

夫がおどけて見せる妻の笑顔は、発症前の表情にも見え、妻を夫が支

え長年連れ添った夫婦の愛情を描いている。夫婦の生活に入り込み心

を打ち解けた撮り方になっている
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